
 - 1 - 

「「「「香取市都市計画香取市都市計画香取市都市計画香取市都市計画マスタープランマスタープランマスタープランマスタープラン（（（（案案案案））））」」」」にににに対対対対するするするする    

パブリックコメントパブリックコメントパブリックコメントパブリックコメントのののの実施結果実施結果実施結果実施結果についてについてについてについて    
 

 

「香取市都市計画マスタープラン（案）」について実施したパブリックコメントの

結果について、次のとおり報告いたします。 

貴重なご意見をお寄せいただき有難うございました。 

 

 

１．意見募集の結果概要 

意見の募集期間 平成２２年７月１５日～８月１３日 

意見の提出件数 
提出者数：  ３名 

意見件数： １８件 

意見への対応等 意見を参考に案を修正したもの： １１件 

 

 

２．意見の内容及び意見に対する市の考え方 

№ 意見の内容（要旨） 意見に対する考え方 
修正 

有無 

１ 

【香取市の現状について】 

土地利用方法については、国定公

園法の土地利用区域、風致地区やが

け条例適用地域、防災上の湛水防除

地区、ゆう水地区などの生活などに

関る基本的な土地利用のあり方に

関しても記載されるべきではない

か。現状の記述では、風致地区の意

味や風致地区はどの辺りに存在す

るのかが判らないのではないか。 

 

土地利用の制限のある国定公

園や自然公園、風致地区等の位置

や意味、また、がけ条例の適用地

域の条件等を整理し、記載致しま

す。なお、国定公園や風致地区等

は今後も維持を図るものとし、

「自然環境、歴史的資源、景観」

で整理しています。 

土地利用の制限のない湛水防

除地区、ゆう水地区は除いており

ます。 

 

有 

２ 

【住宅地の狭幅員道路の拡幅について】 

 「幅員の狭い道路により形成され

た住宅地では、建替等にあわせ道路

の拡幅を図ります。」とあるが、こ

れは建築基準法第４２条第２項に

記載されていることであり、もっと

積極的に狭隘道路の解消を図って

いくよう努めてはどうか。 

 

  
安全なまちを形成していくた

めに必要なことですが、拡幅のた

めの用地は、道路用地として提供

していただくことになります。こ

のため、建替え等に合わせて整備

を図るとしています。 

無 
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３ 

【交通環境の方針について】 

公共交通のプランでは、１０年後

から２０年後は団塊の世代と言わ

れる人たちが８０歳を若干過ぎて、

どの程度の健康状態でいるか否か。

どのようなライフスタイルを形成

しているか。紅葉マークの車がどの

ような移動を生活の中で強いられ

るのかがもっと真剣に考えられて

いいのではないか。商業の振興や生

活弱者を念頭においた考え方をも

う少し盛り込むべきではないかと

考えます。 

 

公共交通については、「香取市

地域公共交通総合連携計画」に基

づき、都市形成や市民生活の変化

に対応したバス路線網の維持を

図る方針としていますが、高齢者

社会における身近な交通手段と

しての役割を示すため、「Ⅲ．全

体構想 ２．分野別方針 ２）交

通環境の方針 ○公共交通」の文

章に、「公共交通は、高齢社会に

おける身近な交通手段として維

持していくことが必要です。その

ためには、公共交通の利便性を向

上するとともに、市民も積極的に

利用し、公共交通を支えていくこ

とが望まれます。」を追加します。 

 

 

有 

 【観光機能の充実について】   

４ 

 

「案内板等の設置を図ります。」と

表記されているが、この程度のもの

はすぐにでも設置できないものか。 

水の郷さわら等、設置可能な案

内版等については整備を進めて

います。今後は、周辺市町と連携

した広域的な観光振興や市内の

観光資源の連携を検討し、案内板

の設置等、観光振興を進めていき

ます。 

 

無 

５ 

観光振興は、市内の面的な広がり

への対応にしても、常に軸は佐原の

街並みを起点に考えられており、自

然体験型ツーリズムの振興を起点

に発想する視点が弱いと思われる。 

宿泊型観光と言いながらも、宿泊

施設の確保の手段方法は考察され

ていないように思える。 

 本計画では、「良好な環境を創

出する緑の保全と活用」、「都市と

農村の交流の推進」等、自然環境

を活かしていく方針としていま

す。また、宿泊施設の確保は、民

間が主体となるため、観光機能の

充実として整理しています。 

これらの方針を受け、今後、担

当部署で自然体験型ツーリズム

を含む香取市の観光振興策を検

討していきます。 

 

無 

 【方針等の表現について】   

６ 

「都市づくりの理念、将来都市像」

とあるが、「香取市全域を都市計画

区域とすること」を意図したものか

ら由来していると思われるが、「山

田区及び栗源区は都市計画区域の

編入はするべきではない」と思う。

都市計画区域とすることを意

図したものではありません。香取

市全域を対象にしており、「都市」

と表現しています。 

表現は、「香取市総合計画」を

踏まえ、「都市づくりの理念」を

有 
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「香取市のまちづくり」として構想

をするべきであり、安易に都市とい

う用語を乱用すべきではない。 

「まちづくりの基本理念」、「将来

都市像」を「香取市の将来都市

像」、「将来都市構造」を「香取市

の将来都市構造」に変更します。

また、文章中の「都市」としてい

る箇所は、その意味を勘案し、変

更可能な場合は「香取市」または

「まち」に変更します。 

※都市計画区域の指定の考え方に

ついては最後に整理しております。 

 

７ 

説明会において「都市」という言

葉に感情的な反発があったように

感じます。本計画の名称を「香取市

ふるさとづくりマスタープラン」と

してはいかがでしょうか。 

 都市計画法でいう「都市」とは、

一体の都市として、総合的に整

備、開発及び保全する必要のある

区域を示しており、市街地だけで

はなく「農村」等も含まれます。

広義な意味での「都市」であるこ

とをご理解願います。 

また、「都市」としている箇所

は、その意味を勘案し、変更可能

な場合は「香取市」または「まち」

に変更します。 

 

有 

８ 

表記中「調査を行います。」とあ

るが、１０年後・２０年後もまだ調

査だけなのか。調査の目的が不明で

ある。 

また、たとえば、「高齢者、障害

者等の生活支援について調査を行

います。」とあるが、すでにこれら

の方々には調査ではなく、対応が求

められているところである。 

 

 方針を実現するために、計画検

討などの調査を実施するもの、ま

た、高齢者福祉等では、情報通信

等の新たな技術の活用等を研究

するということで「調査を行いま

す。」としています。 
無 

９ 

「山田、栗源区には、法的な土地利

用に関するルールはありません

が、」との部分を「山田、栗源区に

は、農業振興地域の整備に関する法

律と森林法に関る土地利用以外の

ルールはありませんが、」にすべき

ではないか。 

 

 ご指摘を踏まえ、「山田区、栗

源区では、これまで、農業振興地

域の整備に関する法律や森林法

等の土地利用に関するルールの

もと～（No14 参照）」に変更しま

す。 

有 

 
【都市計画区域について】 ※都市計画区域の指定の考え方に

ついては最後に整理しております。 
 

10 

「香取市全域を都市計画区域とす

ることを目指し」とあるが、山田区、

栗源区は「農村」であり、「都市」

都市計画法でいう「都市」とは、

一体の都市として、総合的に整

備、開発及び保全する必要のある

有 
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とはほど遠く、山田区及び栗源区は

都市計画区域の編入はするべきで

はない。 

区域を示しており、市街地だけで

はなく「農村」等も含まれます。 

また、「都市」としている箇所

は、その意味を勘案し、変更可能

な場合は「香取市」または「まち」

に変更します。 

 

11 

「無秩序な開発を抑制し、計画的な

土地利用の誘導を図るためには、都

市計画制度を有効に活用する必要

があることから、香取市全域を都市

計画区域とすることを目指し」とあ

るが、白地の都市計画区域の編入で

は、都市計画法の性質上「計画的な

土地利用の誘導を図る」ことはでき

ない。また、現在、都市計画区域外

でも「千葉県宅地開発事業の基準に

関する条例」があり、無秩序な開発

は制限されている。よって、これは

理由になっておらず、なぜ、全域を

都市計画区域としなければならな

いのかまったく不明である。 

 市としては、香取市全域を都市

計画区域とし、同じルールのも

と、計画的なまちづくりを進めて

いきたいと考えています。ただ、

これだけでは合理的な土地利用

を実現していくには限界があり

ます。土地利用の誘導を必要とす

る地域等では、住民との協働によ

り、よりきめ細かな土地利用誘導

策等を活用し、計画的なまちづく

りを進めていきたいと考えてい

ます。また、都市計画区域とする

ことにより、一定規模の開発に対

し、公共施設等の管理者との協議

等が義務づけられ、法的に開発等

を指導することが可能となりま

す。 

以上のことを踏まえ、「Ⅲ．全

体構想 ２．分野別方針 １）土

地利用の方針 （３）都市計画制

度の活用の方針」の文章を「無秩

序な開発を抑制し、計画的な土地

利用の誘導を図るため、都市計画

制度の有効な活用を行います。」

に変更し、方針に「・香取市を一

つの都市として、計画的なまちづ

くりを進めるため、市全域を都市

計画区域とすることを目指し、市

民への説明や関係機関と協議・調

整を行っていきます。」、「・都市

計画区域の指定だけでは、計画的

なまちづくりを実現するには限

界があるため、住民との協働によ

り、地区計画や景観条例などの土

地利用誘導策の活用を検討して

いきます。」を追加します。  

 

有 
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12 

「市全域を都市計画区域とするこ

とを目指す」理由がまったく理由に

なっていない。特に、「成田市に近

接した開発のしやすい地域のまま

だと、今後、市外等からの移住や企

業進出等により～そのような状況

を予防します。」とあるが、都市計

画区域として都市計画法が適用さ

れても、白地地域の編入では用途規

制等が出来ず企業進出は予防でき

ない。まして、都市計画法の技術的

基準に適合していれば、開発許可申

請は許可しなければならないと法

律にあるので拒否することはでき

ないし、予防にもならない。 

 市としては、香取市全域を都市

計画区域とし、同じルールのも

と、計画的なまちづくりを進めて

いきたいと考えています。ただ、

これだけでは合理的な土地利用

を実現していくには限界があり

ます。土地利用の誘導を必要とす

る地域等では、住民との協働によ

り、よりきめ細かな土地利用誘導

策等を活用し、計画的なまちづく

りを進めていきたいと考えてい

ます。 

 以上のことを踏まえ、「Ⅴ．実

現のための方策の考え方 １．実

現のための方策の考え方」に、「ま

た、都市計画区域の指定だけで

は、計画的なまちづくりを実現す

るには限界があるため、住民との

協働により、地区計画や景観条例

などの土地利用誘導策の活用を

検討していきます。」を追加しま

す。 

 

有 

13 

昨年、不況で小見川区から某企業

が撤退する際、多くの市民が残留を

望んだ。山田区では過去、工業団地

を造って企業を誘致しようとして

きた。一方で、市は企業の進出を予

防するといっている。これでは、ま

ったく矛盾しているといわざるを

得ない。また、少子高齢化が進んで

いる中で市外等からの移住を拒む

理由があろうか。 

 都市計画区域の指定は、企業の

進出や宅地開発を抑制するため

ではありません。市としては積極

的に誘致していきたいと考えて

います。 

 ただし、企業の進出や宅地開発

にあたっては、周辺との調和や接

道条件等の一定の基準を満たし

た安全な開発をしていただくこ

とが必要と考えています。 

 

無 

14 

「無秩序な住宅地開発の抑制」とあ

るが、都市部でも少子高齢化の波を

受けて住宅や宅地が余り、売れなく

なってきている状況下で、都心から

相当離れているこの地域で無秩序

な住宅地の開発など起こり得ない。

実際に過去数年間、都市計画法２９

条による住宅地の開発許可申請は

香取市内では一件もない状況にあ

る。 

 大規模な住宅地開発の可能性

は低いと思われますが、数戸の戸

建住宅等の開発は行われると思

います。都市計画区域とすること

により、このような住宅建築にお

いても一定の基準を満たしてい

ただくことが、安全な環境の形成

につながり、将来の公共投資の負

担を軽減することになります。 

また、住宅開発の状況を踏ま

え、「Ⅴ．実現のための方策の考

え方 １．実現のための方策の考

有 
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え方」下の四角内の３つ目の文章

を 

「・山田区、栗源区では、これま

で、農業振興地域の整備に関する

法律や森林法等の土地利用に関

するルールのもと、地域コミュニ

ティによって近隣に配慮した建

築等が行われ、良好な環境が形

成、維持されてきました。しかし

ながら、今後の人口減少に歯止め

をかけるためには、市外等からの

移住や企業進出等を積極的に推

進することが望まれます。これら

を受け入れるため、都市計画区域

とし、地域で守られてきたまちづ

くりのルールを法的なルールと

することにより、良好な地域環境

を維持、形成します。」に変更し

ます。 

 

15 

都市計画税は「都市計画事業等に

より利用価値が高まり、これらの利

益を最終的に受けると考える人た

ちにかけられる、受益者負担課税の

一種である。」とあり、今回、用途

区域のみの課税となることは正し

い判断であると思います。 

都市計画課税の思想による「受

益」は、土地の利用形態の変化によ

る売買賃貸によって実感できるも

のであり、農村風景の破壊につなが

るものです。先祖代々の土地を受け

継ぎ、現状を守りながら次世代へ残

して行こうという農村の後継者に

とって、「利用価値が高まるから税

負担を」という考えは納得がいかな

いと思います。そのような意味で、

都市計画が香取市全域に適用され

るのであれば、農村においての都市

計画とは、農村においての都市計画

税の目的とは何か、理念を定めて改

めて論議する必要があります。建築

基準法などで小規模乱開発防止は

強調されていますが、住民の意思に

反するものでも、合法的な開発は都

市計画では阻止できないと聞きま

 都市計画区域における都市計

画税は、香取市都市計画税条例が

平成 23年 1月 1日に施行される

ことにより、賦課対象区域が用途

地域等を中心とした区域になり

ます。このことからも都市計画区

域は、都市計画税を目的に、指定

するわけではありません。 

市としては、香取市全域を同じ

ルールのもと、計画的なまちづく

りを進めていきたいと考えてい

ます。 

 都市計画区域とすることによ

り、建築では一定の条件を満たす

ことが必要となり、安全な建物、

良好な環境が形成されます。ま

た、都市計画法の利用が可能とな

ります。 

ただし、都市計画区域の指定だ

けでは、合理的な土地利用を実現

するには限界がありますので、土

地利用の誘導を必要とする地域

等では、住民との協働により、よ

りきめ細かな土地利用誘導策等

を活用し、計画的なまちづくりを

進めていきたいと考えています。 

有 
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した。景観条例、まちづくり条例な

どと突き合せていかないと、単に住

民の生活が（身の回りの土地利用

が）不便になるだけの結果となって

しまいます。 

以上のことを踏まえ、「Ⅴ．実

現のための方策の考え方 １．実

現のための方策の考え方」に、「ま

た、都市計画区域の指定だけで

は、計画的なまちづくりを実現す

るには限界があるため、住民との

協働により、地区計画や景観条例

などの土地利用誘導策の活用を

検討していきます。」を追加しま

す。 

 

16 

【計画策定の対象区域について】 

 市原市では「市原のまちづくり」

として都市計画区域内外を対象に

「市原市都市計画マスタープラン」

を作成している例もある。よって、

必ずしも全域が都市計画区域内で

なければ、都市計画マスタープラン

が作成できないとはならないはず

である。 

 

「香取市都市計画マスタープラ

ン」でも、香取市全体を対象にマ

スタープランを策定しています。

都市計画区域の指定を前提とし

ているわけではありません。都市

計画区域の指定が無い場合でも、

検討してきた内容が変更になる

ものではありません。  

 

 

無 

17 

【説明会の開催について】 

山田・栗源地区の住民には都市計

画区域への編入が関心事であり、そ

れは都市計画税の課税の問題と関

連していました。そのため、住民説

明会においても、都市計画税の課税

範囲について市当局より明快な見

解が出るまで、住民の関心が都市計

画マスタープランの内容自体への

評価までたどり着かない状況のよ

うに感じました。先日、「用途地域

に課税」とする見解が示され、議論

のスタート台に立ったように感じ

ます。今一度、説明会を開催し、マ

スタープランの役割を理解しても

らう必要があると感じます。 

 

山田区・栗源区では、都市計画

区域に関する関心が高く、説明会

でも様々なご意見をいただきま

したが、都市計画マスタープラン

の方針等についても意見をいた

だいています。また、スケジュー

ルに沿って検討を進めており、説

明会という形式での対応は難し

いことをご理解願います。なお、

説明会という形式ではありませ

んが、ご要望を出していただけれ

ば、まちづくり出前講座で説明さ

せて頂きます。 

 また、都市計画区域について

は、今後、市民の皆さんに説明し

ながら進めていきます。よって、

「Ⅲ．全体構想 ２．分野別方針 

１）土地利用の方針 （３）都市

計画制度の活用の方針」の文章、

また、「Ⅴ．実現のための方策の

考え方 １．実現のための方策の

考え方」の文章および下の四角内

の見出しを「香取市を一つの都市

として、計画的なまちづくりを進

 

有 
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めるため、市全域を都市計画区域

とすることを目指し、市民への説

明や関係機関と協議・調整を行っ

ていきます。」に変更します。 

 

18 

【その他】 

 各区の「生活環境」の項目に、「保

健福祉医療などが充実した安心し

て暮らせるまち」（香取市総合計画）

の踏み込みが不足しているように

感じます。今度策定される香取市地

域福祉計画を取り込み、健康福祉部

と協議のうえ具体的施策を例示し

てください。 

 

 

 都市計画マスタープランは、土

地利用などに関するまちづくり

の方針です。福祉についても可能

な範囲で方針に取り込んでいま

すが、福祉に関する具体的施策等

は福祉部門で検討し、計画するこ

とになります。 

 

無 

 

 

■都市計画区域の指定に関する市の考え 

香取市は、平成 18年 3月に、佐原市、小見川町、山田町、栗源町の１市３町の

合併により誕生しました。 

合併により誕生した都市における共通の課題ですが、合併前の各市町の集合体

ではなく、一つの都市として、今後どうあるべきかを考えなければいけません。 

まちづくりにおいても、これまでの地域の変遷や特性を考慮しつつ、一体の都

市としてのあり方を考える必要があり、それは行政が主体となって検討すべきこ

とと考えます。 

市としては、香取市全域を同じルールのもと、計画的なまちづくりを進めてい

きたいと考えています。 
 

市全体のまちづくりについては、平成 20年３月に香取市の総合的なまちづくり

の方向性を示した「香取市総合計画」を策定し、この総合計画を受け、都市計画

の基本的な指針となり、土地利用や交通などを対象としたまちづくりの方針とな

る「香取市都市計画マスタープラン」の検討を進め、現在、その案がまとまった

ところです。 
 

まちづくりの根本的な課題は、全国的な課題でもある人口の減少、少子高齢化

に対し、香取市としてどのように対応するか、それとともに、厳しい財政の中で、

今後、如何にまちの機能を維持し、充実を図るかということになります。 

この課題へ対応するためには、市の特性である良好な環境と調和し、市民が安

全で快適に生活できるまちを、計画的なまちづくりにより実現していくことが必

要です。 

例えば、企業の誘致や宅地の開発にしても、周辺との調和を図りながら、また、

安全で良好な住環境を形成する開発としていくことが、市の魅力の維持につなが

り、将来的な基盤整備等の負担も軽減されることになります。 
 

この計画的なまちづくりを進める手段として都市計画（法）があります。「都市」

という言葉から、いわゆる市街地を対象としたものと思われがちですが、そうで

はなく、市街地から農村部また山林等を含めた、広義の意味での「都市」であり、
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整備や開発だけではなく、保全を図ることも目的としています。 

都市計画区域とは、この都市計画法を利用していくための下地であり、かつ、

建築などのまちづくり活動を行う上での最低限のルールとなるものです。 

都市計画区域になると、一定の接道条件を満たした安全な建物を建てていただ

くことになります。また、都市計画制度を利用したまちづくりが可能となります。 

現在、香取市では、旧佐原市、旧小見川町の全域が都市計画区域となっていま

すが、旧佐原市、旧小見川町においても、合併などに合わせ、都市計画区域を拡

大し、まちづくりを進めてきました。 

香取市としても同様に、市域全域を都市計画区域とし、香取市全体の計画的な

まちづくりを進めていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただし、都市計画区域となると、建物を建築する場合は建築確認が必要となり、

その費用はそれぞれ負担していただくことになります。 

しかしながら、50年や 100年という大計で、将来に向けて安全なまちづくりを

進めていくためには、必要なことと考えています。 

 

行政の都市計画は万全といえません。しかしながら、多様化した住民ニーズを

的確に捉え、総合的な判断のもとに戦略的に推進すれば、将来の都市のあるべき

姿に一歩でも近づくことができるものと考えております。 
 

また、「香取市都市計画マスタープラン」は都市計画に関する方針を整理したも

のです。よって、これにより都市計画区域が即指定されるわけではありません。

今後、調査等を行い、説明会などで市民の方々に説明しながら進めていくことに

なります。 
 

 

 

３．問合わせ先 

  香取市役所 建設部 都市計画課 

  TEL 0478－50－1214 ／ FAX 0478－54－7654 

■旧佐原市、旧小見川町の 

都市計画区域指定の変遷図 


